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お忙しい中、貴重なお話をお聞かせいただき
ありがとうございました。
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●定量的効果についても
教えていただけますでしょうか。

会議の欠席者や議事録を作成する人にとっての時間
短縮効果が大きいですね。
出席できなかった１時間の会議録画データを内容確認

のために後から見返す場合にも、議事録作成者が１時間
の会議の文字起こしと要約を行う場合にも、少なくとも
会議と同等の時間がかかると想定できます。それが
「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」を利用すれば、生成された議事録要約
結果からの会議概要やＮｅｘｔＡｃｔｉｏｎの確認であれば
５分もあれば済みます。つまり、時間は１／１２に短縮
できます。これを当社の月平均の利用時間、８００時間
に当てはめると約６７時間。おおよそですが、８００時間
から６７時間を引いた時間、つまり７６３時間が削減され
ています。そして、この削減時間に当社の平均時給や
稼働日数などをかけると、非常に大きな削減効果が
得られていると考えています。

●ＮＤＩソリューションズに対する期待を
お願いします。

当社における生成ＡＩの推進は、ＮＤＩソリューションズ
の伴走支援が大きな役割を果たしています。また、動画
コンテンツを自動解析し、ユーザーとインタラクティブ
に対話する生成ＡＩツール「Ｖｉｄｅｏ　Ｑｕｅｓｔｏｒ（ビデオ
クエスター）」など、ＮＤＩソリューションズは続々と生成
ＡＩの製品をリリースしていると伺っているため、ぜひ
ご案内いただきたいですね。当社の業務効率化、生産性
向上につながるようなツールであれば、検討させて
いただきます。引き続き、手厚い支援を期待しています。

●ＡＩで議事録要約を支援するツールの導入に
迷われている方々に、「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」の
先行ユーザーとしてアドバイスがあれば
お願いします。

ユーザーが理解して使えば、「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」は

●今後の展開をお聞かせいただけますか。

まずは、「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」の利用率を高めることに注力
していくつもりです。そのためには、定量的効果やＲＯＩ
（Ｒｅｔｕｒｎ　Ｏｎ　Ｉｎｖｅｓｔｍｅｎｔ）に固執するのではなく、
ユーザーの生産性向上に着目すべきだと考えています。
単なる時間削減よりも、「短時間で精度の高い業務がこな
せる」「業務に楽しさや嬉しさがともなう」「業務が楽に
なって別の業務に着手できる」など、業務品質の向上や
新たな価値の創出につながる活用シーンを提案できれば、
自ずと利用率は高まっていくと思っています。加えて、
利用率を高めるにはＭｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｔｅａｍｓへの組み込み
も欠かせません。ここについては、ＮＤＩソリューションズ
の技術力に期待しています。

業務品質の向上や新たな価値の
創出につながる活用シーンを
提案していきたい

いすゞ自動車株式会社
コーポレートＩＴ部 
オフィスＩＴグループ
山田 就策 様

間違いなく効果が得られるツールだと思っています。
これからはＡＩを利用するのが当たり前の時代になります
から、導入を迷っている場合ではないと思います。しかも、
「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」はＳａａＳで 導 入 が 簡 単 で す。利 用
しない手はありません。

■本社所在地 ：神奈川県横浜市西区高島一丁目2番5号　横濱ゲートタワー
■創業 ：1916年
■設立 ：1937年4月
■代表者 ：代表取締役 取締役会長 CEO　片山 正則
   代表取締役 取締役社長 COO　南 真介
■従業員数 ：連結：45,034人
   単独：8,491人（2024年３月末時点）
■主要製品 ：大型・中型・小型トラック、バス、自動車用ディーゼルエンジン、産業用ディーゼルエンジン

いすゞ自動車株式会社

いすゞ 自動車株式会社は「全社員
が利用できる生成ＡＩ環境」「品質保証に

関する膨大な社内議事録データ要約」「会議議事録
の要約」の領域において、本格的な生成ＡＩの導入に取り

組みました。「品質保証に関する膨大な社内議事録データ要約」
「全社員が利用できる生成ＡＩ環境」ではＮＤＩソリューションズの
ＡＩチャットボット「ＣＢ３」などを用いて早期実用化を達成。「会議
議事録の要約」においてもＮＤＩソリューションズの「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」
を選定し、全社的な展開を目指しています。その「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」
導入の背景や効果などについて、いすゞ自動車株式会社
コーポレートＩＴ部 オフィスＩＴグループ グループリーダー 
佐藤英博様､同グループ 山田就策様、ソリューション
エキスパート部 ＥＡ企画グループ 菊池凌平様に

お話を伺いました。

「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」導入事例
いすゞ自動車株式会社

「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」の導入で
削減できた議事録の要約時間を、

業務品質の向上や新たな価値の創出に
つなげていきたいと考えています。

要約議事録支援サービス

nMinutes
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●御社の会社概要をお聞かせいただけますか。

いすゞ自動車は商用車メーカーとして、主に

トラック・バスの製造・販売を展開。日本の自動車産業

の夜明けから１００年以上にわたって世界の「運ぶ」を

支えるとともに、地域・社会の持続的な発展に貢献して

います。社会から必要とされるものづくり企業として、

人々の生活に寄り添い、「運ぶ」を進化させることで、

社会を前進させていくことが私たちの使命だと考えて

います。

当社は社会課題に取り組み、商用車業界をリードする

存在になるべく挑戦し続けています。具体的にはボルボ・

グループとの戦略的提携、ＣＡＳＥ対応加速に向けた

ＣＪＰＴ（Ｃｏｍｍｅｒｃｉａｌ　Ｊａｐａｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ

Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ）での協業、カミンズとのパワー

トレイン事業における協業など、各分野の一流の

パートナーとのアライアンスを構築することで、技術や

ノウハウを相互に活用し合える環境を整えました。また、

２０２１年４月にＵＤトラックスがいすゞグループ入り

して以降、人的交流や文化的交流を通じて新しい価値を

創造しようとする風土が醸成されています。

１００年以上の歴史で培った事業基盤に加え、アライ

アンス・パートナーとの協業やグローバルに広がる

いすゞグループの多様な人材・組織を活かし、さまざま

な社会課題や物流業界の課題への取り組みを進め

ながら、これからも世界を進化させるイノベーション

リーダーへ自らを変革してまいります。

１００年以上にわたって世界の
「運ぶ」を支える商用車メーカー

●生成ＡＩにおける取り組みの背景を
お聞かせいただけますか。

非生産的業務の効率化を念頭に
３つの領域を策定して
生成ＡＩを推進

●本格的な生成ＡＩの取り組みはどのように
推進されたのでしょうか。

具体的な取り組みは、ＣｈａｔＧＰＴのガイドライン

作成と予算確保から始まりました。その後、非生産的

業務の効率化を念頭に生成ＡＩをどのように展開して

いくか検討し、３つの領域を策定しました。１つ目は

「全社員が利用できる生成ＡＩ環境」の整備、２つ目は

マネジメントミーティングで挙がった「品質保証に

関する膨大な社内議事録データ要約」、３つ目が「会議

議事録の要約」です。

「全社員が利用できる生成ＡＩ環境」については、社員

全員が気軽に生成ＡＩに触れる機会を提供することが

重要という視点で策定しました。ただし、情報漏洩対策・

セキュリティ対策を考えると、入力データを学習され

ないクローズド環境は必須です。そこで、Ａｚｕｒｅ　

ＯｐｅｎＡＩ　Ｓｅｒｖｉｃｅに「ＩＳＵＺＵ　ＡＩ　Ｃｈａｔ」という

名称の生成ＡＩを構築しました。また、コミュニ

ケーションの中心となっているＭｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｔｅａｍｓ

に組み込むことで、利用率を高める工夫もしました。

「ＩＳＵＺＵ　ＡＩ　Ｃｈａｔ」の 開 発 に お い て は、ＮＤＩ

ソリューションズに尽力いただきました。また、「品質

保証に関する膨大な社内議事録データ要約」と「全社員

が利用できる生成ＡＩ環境」のフロントにあたるインター

フェースには、ＮＤＩソリューションズのＣＢ３という

チャットボットツールを採用しています。

２０２２年１１月にＣｈａｔＧＰＴが公開された際、先進

的なＩＴを調査するワーキンググループを中心に、生成

ＡＩの活用が非生産的な業務の効率化につながるかどう

かの検証を始めたことが取り組みの第一歩となります。

その後、２０２３年のマネジメントミーティングにおいて、

いすゞ自動車株式会社
ソリューションエキスパート部
ＥＡ企画グループ
菊池 凌平様

品質保証部門の「品質保証に関する膨大な社内議事録

データ要約」作成に膨大な時間がかかっているという

課題がクローズアップされ、この課題の解決に生成ＡＩ

が役立つのではないかと話が発展。さらに、ワーキング

グループでも生成ＡＩの活用による業務への影響を十分

に理解できたことから、本格的に生成ＡＩを推進する取

り組みとなりました。

●導入プロセスと現在の利用状況をお聞かせ
いただけますか。

２０２３年末、リリース直後の「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」は
ＳＳＯ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｓｉｇｎ－Ｏｎ）未対応でしたが、まずは
我々の部門で試験的に導入しました。２０２４年２月に
ＳＳＯ対応版のリリースを受け、４～６月までの３カ月間
を試用期間として全社展開。この試用期間の利用率が
高かったため、７月から本契約に至っています。現在、
「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」は最大で月約１，０００時間、平均では
月８００時間ほど利用されています。詳細な分析はこれから
ですが、利用している部門は開発部門が多いと感じます。

圧倒的な低コストと高い文字起こし
精度で「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」を選定

●「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」導入後の評価を
お聞かせいただけますか。

初期のアンケート結果を見ると、ユーザーの評価は
概ね好評です。高い精度はもちろん、文字入力の必要が
なく、ワンクリックで要約してくれるのが便利との声が
数多く寄せられています。大半のユーザーは、気軽に
利用できる生成ＡＩという印象を持ったと思います。

実はミーティングの備忘録としても「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」を
積極的に利用しています。１０人前後の部下と毎月
ミーティングを実施するとなると、次回のミーティングの
ために備忘録が必要になってきますが、その都度、
メモや書き起こしを行うのは非常に面倒です。そこで、
ミーティングを行う際に録画をして、その録画データを
「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」に読み込ませて要約しています。高い
精度の要約が得られますから、部下ごとに分類して
おけば、より建設的なミーティングを行うことができます。

ウェビナーなどのイベントに利用するのも効果的かも
しれません。こうしたイベント時は録画が必須で文字
起こしや要約も行いますから、「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」は大い
に活躍するはずです。

１時間の会議は約５分で要約完了、
ユーザーからも高い評価

●「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」導入のきっかけとなった
３つ目の「議事録の要約」では、どのような
課題があったのでしょうか。

会議議事録作成は会議の録音を聞きながら文字起こし

を行い、それをもとに要約するという手間も時間も

かかる作業で、まさに非生産的な付帯業務といえます。

もちろん、効率化を図るため、既存のツールを利用して

「議事録の要約」を試みました。しかし、文字起こし

精度の問題などがあって全社展開には至りません

でした。そうした状況に、社員から「別のツールを試し

たい」という問い合わせが入ることもありました。

そこで、３つ目の領域として「議事録の要約」を策定

した次第です。

●「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」を導入する際、比較・検討は
されたのでしょうか。その際、「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」
を選定した理由もお聞かせいただけますか。

「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」を含め、複数の製品を比較・検討

しました。どれもＳａａＳ（Ｓｏｆｔｗａｒｅ　ａｓ　ａ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）

の製品でしたから、トライアルは容易に行うことができ

ました。トライアルを踏まえ、「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」を選定

した理由のひとつは圧倒的な低コストです。多くの製品

は、ユーザー１人当たりの月額費用となるため、数千人

規模の利用となる当社の場合、莫大なコストがかかり

ます。これに対し、「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」はユーザー数に縛り

はなく、法人１社が使った時間だけの従量課金という

仕組み。安価で利用できる「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」は、非常に

大きなインパクトがありました。

もちろん、精度の高さも大きな理由となりました。

「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」の文字起こしは、高精度で定評のある

ＯｐｅｎＡＩ社の音声認識モデル「Ｗｈｉｓｐｅｒ」を採用。

実際に試したところ、文字起こしの精度が高く、それが

要約にも反映されていると感じました。さらにＵＩが

シンプルで分かりやすい点も評価。これらの点を考慮し、

「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」を選定させていただきました。

会議議事録の要約は手間も時間も
かかる非生産的な付帯業務

いすゞ自動車株式会社
コーポレートＩＴ部 
オフィスＩＴグループ 
グループリーダー
佐藤 英博 様
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議事録の要約」です。

「全社員が利用できる生成ＡＩ環境」については、社員

全員が気軽に生成ＡＩに触れる機会を提供することが

重要という視点で策定しました。ただし、情報漏洩対策・

セキュリティ対策を考えると、入力データを学習され

ないクローズド環境は必須です。そこで、Ａｚｕｒｅ　

ＯｐｅｎＡＩ　Ｓｅｒｖｉｃｅに「ＩＳＵＺＵ　ＡＩ　Ｃｈａｔ」という

名称の生成ＡＩを構築しました。また、コミュニ

ケーションの中心となっているＭｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｔｅａｍｓ

に組み込むことで、利用率を高める工夫もしました。

「ＩＳＵＺＵ　ＡＩ　Ｃｈａｔ」の 開 発 に お い て は、ＮＤＩ

ソリューションズに尽力いただきました。また、「品質

保証に関する膨大な社内議事録データ要約」と「全社員

が利用できる生成ＡＩ環境」のフロントにあたるインター

フェースには、ＮＤＩソリューションズのＣＢ３という

チャットボットツールを採用しています。

２０２２年１１月にＣｈａｔＧＰＴが公開された際、先進

的なＩＴを調査するワーキンググループを中心に、生成

ＡＩの活用が非生産的な業務の効率化につながるかどう

かの検証を始めたことが取り組みの第一歩となります。

その後、２０２３年のマネジメントミーティングにおいて、

いすゞ自動車株式会社
ソリューションエキスパート部
ＥＡ企画グループ
菊池 凌平様

品質保証部門の「品質保証に関する膨大な社内議事録

データ要約」作成に膨大な時間がかかっているという

課題がクローズアップされ、この課題の解決に生成ＡＩ

が役立つのではないかと話が発展。さらに、ワーキング

グループでも生成ＡＩの活用による業務への影響を十分

に理解できたことから、本格的に生成ＡＩを推進する取

り組みとなりました。

●導入プロセスと現在の利用状況をお聞かせ
いただけますか。

２０２３年末、リリース直後の「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」は
ＳＳＯ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｓｉｇｎ－Ｏｎ）未対応でしたが、まずは
我々の部門で試験的に導入しました。２０２４年２月に
ＳＳＯ対応版のリリースを受け、４～６月までの３カ月間
を試用期間として全社展開。この試用期間の利用率が
高かったため、７月から本契約に至っています。現在、
「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」は最大で月約１，０００時間、平均では
月８００時間ほど利用されています。詳細な分析はこれから
ですが、利用している部門は開発部門が多いと感じます。

圧倒的な低コストと高い文字起こし
精度で「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」を選定

●「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」導入後の評価を
お聞かせいただけますか。

初期のアンケート結果を見ると、ユーザーの評価は
概ね好評です。高い精度はもちろん、文字入力の必要が
なく、ワンクリックで要約してくれるのが便利との声が
数多く寄せられています。大半のユーザーは、気軽に
利用できる生成ＡＩという印象を持ったと思います。

実はミーティングの備忘録としても「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」を
積極的に利用しています。１０人前後の部下と毎月
ミーティングを実施するとなると、次回のミーティングの
ために備忘録が必要になってきますが、その都度、
メモや書き起こしを行うのは非常に面倒です。そこで、
ミーティングを行う際に録画をして、その録画データを
「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」に読み込ませて要約しています。高い
精度の要約が得られますから、部下ごとに分類して
おけば、より建設的なミーティングを行うことができます。

ウェビナーなどのイベントに利用するのも効果的かも
しれません。こうしたイベント時は録画が必須で文字
起こしや要約も行いますから、「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」は大い
に活躍するはずです。

１時間の会議は約５分で要約完了、
ユーザーからも高い評価

●「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」導入のきっかけとなった
３つ目の「議事録の要約」では、どのような
課題があったのでしょうか。

会議議事録作成は会議の録音を聞きながら文字起こし

を行い、それをもとに要約するという手間も時間も

かかる作業で、まさに非生産的な付帯業務といえます。

もちろん、効率化を図るため、既存のツールを利用して

「議事録の要約」を試みました。しかし、文字起こし

精度の問題などがあって全社展開には至りません

でした。そうした状況に、社員から「別のツールを試し

たい」という問い合わせが入ることもありました。

そこで、３つ目の領域として「議事録の要約」を策定

した次第です。

●「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」を導入する際、比較・検討は
されたのでしょうか。その際、「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」
を選定した理由もお聞かせいただけますか。

「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」を含め、複数の製品を比較・検討

しました。どれもＳａａＳ（Ｓｏｆｔｗａｒｅ　ａｓ　ａ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）

の製品でしたから、トライアルは容易に行うことができ

ました。トライアルを踏まえ、「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」を選定

した理由のひとつは圧倒的な低コストです。多くの製品

は、ユーザー１人当たりの月額費用となるため、数千人

規模の利用となる当社の場合、莫大なコストがかかり

ます。これに対し、「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」はユーザー数に縛り

はなく、法人１社が使った時間だけの従量課金という

仕組み。安価で利用できる「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」は、非常に

大きなインパクトがありました。

もちろん、精度の高さも大きな理由となりました。

「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」の文字起こしは、高精度で定評のある

ＯｐｅｎＡＩ社の音声認識モデル「Ｗｈｉｓｐｅｒ」を採用。

実際に試したところ、文字起こしの精度が高く、それが

要約にも反映されていると感じました。さらにＵＩが

シンプルで分かりやすい点も評価。これらの点を考慮し、

「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」を選定させていただきました。

会議議事録の要約は手間も時間も
かかる非生産的な付帯業務

いすゞ自動車株式会社
コーポレートＩＴ部 
オフィスＩＴグループ 
グループリーダー
佐藤 英博 様
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お忙しい中、貴重なお話をお聞かせいただき
ありがとうございました。

取材日時 2024年12月
いすゞ自動車株式会社
https://www.isuzu.co.jp/

※記載の所属、役職名等は、
2024年12月時点のものを記載しています。

（左より）
いすゞ自動車株式会社
コーポレートＩＴ部　オフィスＩＴグループ　山田　就策　様
ソリューションエキスパート部　ＥＡ企画グループ　菊池　凌平　様
コーポレートＩＴ部　オフィスＩＴグループ　
グループリーダー　佐藤　英博　様

ＮＤＩソリューションズ株式会社
サービス事業本部
第２ＳＩ本部　第１システム部　樋口　実旺
第２ＳＩ本部　第１システム部　横瀬　莉乃
テクノロジーサービス本部　
第３テクノロジーサービス部　長谷川　翔太

【お問い合わせ先】ＮＤＩソリューションズ株式会社　ソリューション戦略本部　マーケティング部　Email：ndi.marketing@ndisol.com

●定量的効果についても
教えていただけますでしょうか。

会議の欠席者や議事録を作成する人にとっての時間
短縮効果が大きいですね。
出席できなかった１時間の会議録画データを内容確認

のために後から見返す場合にも、議事録作成者が１時間
の会議の文字起こしと要約を行う場合にも、少なくとも
会議と同等の時間がかかると想定できます。それが
「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」を利用すれば、生成された議事録要約
結果からの会議概要やＮｅｘｔＡｃｔｉｏｎの確認であれば
５分もあれば済みます。つまり、時間は１／１２に短縮
できます。これを当社の月平均の利用時間、８００時間
に当てはめると約６７時間。おおよそですが、８００時間
から６７時間を引いた時間、つまり７６３時間が削減され
ています。そして、この削減時間に当社の平均時給や
稼働日数などをかけると、非常に大きな削減効果が
得られていると考えています。

●ＮＤＩソリューションズに対する期待を
お願いします。

当社における生成ＡＩの推進は、ＮＤＩソリューションズ
の伴走支援が大きな役割を果たしています。また、動画
コンテンツを自動解析し、ユーザーとインタラクティブ
に対話する生成ＡＩツール「Ｖｉｄｅｏ　Ｑｕｅｓｔｏｒ（ビデオ
クエスター）」など、ＮＤＩソリューションズは続々と生成
ＡＩの製品をリリースしていると伺っているため、ぜひ
ご案内いただきたいですね。当社の業務効率化、生産性
向上につながるようなツールであれば、検討させて
いただきます。引き続き、手厚い支援を期待しています。

●ＡＩで議事録要約を支援するツールの導入に
迷われている方々に、「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」の
先行ユーザーとしてアドバイスがあれば
お願いします。

ユーザーが理解して使えば、「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」は

●今後の展開をお聞かせいただけますか。

まずは、「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」の利用率を高めることに注力
していくつもりです。そのためには、定量的効果やＲＯＩ
（Ｒｅｔｕｒｎ　Ｏｎ　Ｉｎｖｅｓｔｍｅｎｔ）に固執するのではなく、
ユーザーの生産性向上に着目すべきだと考えています。
単なる時間削減よりも、「短時間で精度の高い業務がこな
せる」「業務に楽しさや嬉しさがともなう」「業務が楽に
なって別の業務に着手できる」など、業務品質の向上や
新たな価値の創出につながる活用シーンを提案できれば、
自ずと利用率は高まっていくと思っています。加えて、
利用率を高めるにはＭｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｔｅａｍｓへの組み込み
も欠かせません。ここについては、ＮＤＩソリューションズ
の技術力に期待しています。

業務品質の向上や新たな価値の
創出につながる活用シーンを
提案していきたい

いすゞ自動車株式会社
コーポレートＩＴ部 
オフィスＩＴグループ
山田 就策 様

間違いなく効果が得られるツールだと思っています。
これからはＡＩを利用するのが当たり前の時代になります
から、導入を迷っている場合ではないと思います。しかも、
「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」はＳａａＳで 導 入 が 簡 単 で す。利 用
しない手はありません。

■本社所在地 ：神奈川県横浜市西区高島一丁目2番5号　横濱ゲートタワー
■創業 ：1916年
■設立 ：1937年4月
■代表者 ：代表取締役 取締役会長 CEO　片山 正則
   代表取締役 取締役社長 COO　南 真介
■従業員数 ：連結：45,034人
   単独：8,491人（2024年３月末時点）
■主要製品 ：大型・中型・小型トラック、バス、自動車用ディーゼルエンジン、産業用ディーゼルエンジン

いすゞ自動車株式会社

いすゞ 自動車株式会社は「全社員
が利用できる生成ＡＩ環境」「品質保証に

関する膨大な社内議事録データ要約」「会議議事録
の要約」の領域において、本格的な生成ＡＩの導入に取り

組みました。「品質保証に関する膨大な社内議事録データ要約」
「全社員が利用できる生成ＡＩ環境」ではＮＤＩソリューションズの
ＡＩチャットボット「ＣＢ３」などを用いて早期実用化を達成。「会議
議事録の要約」においてもＮＤＩソリューションズの「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」
を選定し、全社的な展開を目指しています。その「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」
導入の背景や効果などについて、いすゞ自動車株式会社
コーポレートＩＴ部 オフィスＩＴグループ グループリーダー 
佐藤英博様､同グループ 山田就策様、ソリューション
エキスパート部 ＥＡ企画グループ 菊池凌平様に

お話を伺いました。

「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」導入事例
いすゞ自動車株式会社

「ｎＭｉｎｕｔｅｓ」の導入で
削減できた議事録の要約時間を、

業務品質の向上や新たな価値の創出に
つなげていきたいと考えています。

要約議事録支援サービス

nMinutes


